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土地のきまりの変化と天平文化
名前

月 日

旧石器 縄文 弥生 古墳 飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町

今
日
の
問
い

奈良時代の中ごろ、土地のきまりはどう変わり、どんな文化が栄えたのだろう。
下の語群から言葉を選んで、〔　〕に当てはまる語句を書こう。

1 語句を書く 文の〔　〕に当てはまる語句を、語群から選んで書きなさい。

1 民衆に仏教を広め、大仏づくりにも協力した僧は である。

2 712年にまとめられた歴史書を という。

3 大仏の完成を祝う儀式が行われたのは である。

4 720年にまとめられた歴史書を という。

5 墾田永年私財法は、開墾した土地を 私有してよいとした法である。

6 天皇や貴族から防人や農民までの和歌を集めた歌集を という。

7 聖武天皇のころに栄えた、唐の影響を受けた国際色ゆたかな文化を という。

8

743年に出された、開墾した土地をいつまでも私有してよいとした法を とい

う。

9 聖武天皇が都に建てた寺を という。

10 貴族や寺社の私有地は、のちに とよばれるようになった。

できた / 10
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